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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13

災害時の備蓄品は食料懐中電灯などを備蓄し
ているが、胆振東部地震やブラックアウトの経
験を活かして、さらに充実する。

・懐中電灯やランタンを、使用する場所に応
じた必要数を備え持つことが出来る。
・ひとりあたり3日分の食糧と飲料水の備蓄
を入居者様と職員又は、近隣の住人とも共
有できるゆとりを持ち備え持つことが出来
る。

・昨年のブラックアウトの経験から必要と思わ
れるランタンの数や一人当たり３日分の食糧と
して実際にあったら良い食物をフロアー会議と
職員会議の場で職員全員で話し合い具体的な
品目や数量を決める。

３ヶ月

・法人の備蓄基準品目と合わせ備蓄品の購入
計画を法人に提案を行い備蓄を実施して行く。

６か月

2

3

4

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

ナルク北海道福祉調査センター


